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子育て最優先生活を守る 子育て最優先生活を守る
議会
月６

子
育
て
す
る
な
ら

　
ダ
ン
ト
ツ
多
可
町

値
上
げ
に
負
け
ず

　
　
家
計
を
助
け
る

賛
成
討
論

多
可
町
創
生

地
域
経
済
を
活
性
化

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

補正予算安心して暮らせる町へ

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
歳 出 合 計

263万円
7000万円

1億5181万円
6305万円
3771万円
3253万円
2054万円
▲ 842万円
1053万円

1億  200万円
19億2160万円
35億5411万円
9億4065万円
8億5917万円
3億  934万円
12億9054万円
5億2082万円
11億6015万円

款

一
　
般
　
会
　
計

6　月 補正後の額

特　別　会　計
公営企業会計

3億8038万円
2307万円
145万円

125億7938万円
62億6582万円
31億5250万円

歳出　 6月補正予算

＊予算金額は補正のあった科目のみです。合計は現予算の総計です。

学
校
給
食
費
補
助

　
　
　
　
　

５
５
０
万
円

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
に
よ

る
食
材
費
値
上
げ
分
を
町

費
で
補
助
し
、
給
食
費
は

据
え
置
き
と
し
ま
す
。

　
　

給
食
の
質
は
変
わ
ら

　
　

な
い
の
で
す
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
通
り
の
栄

　
　

養
バ
ラ
ン
ス
や
量
・

質
を
保
っ
た
給
食
を
提
供

し
ま
す
。

　
　

今
後
も
食
材
費
が
上

　
　

が
っ
て
も
給
食
費
は

上
が
ら
な
い
の
で
す
か
。

　
　

で
き
る
だ
け
保
護
者

　
　

の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
子
育
て
世
帯
の
支

援
を
し
ま
す
。

　
　

受
給
対
象
者
は
。

　
　

児
童
手
当
を
も
ら
っ

　
　

て
い
て
、
住
民
税
均

等
割
が
非
課
税
の
家
庭
で
、

対
象
児
童
数
は
２
０
０
名

程
度
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

子
育
て
緊
急
特
別
給
付
金

　
　
　
　
　

５
６
０
万
円

　

教
育
に
か
か
る
費
用
の

一
部
を
支
給
し
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
と
教
育
の
機

会
均
等
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
　

す
べ
て
の
子
ど
も
に

　
　

支
給
さ
れ
る
の
で
す
か
。

　
　

小
中
学
生
は
就
学
援

　
　

助
、
高
校
生
は
ハ
ー

ト
フ
ル
学
業
支
援
金
の
受

給
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

小
中
学
生
２
１
０
人
、

高
校
生
70
人
で
一
人
に
つ

き
２
万
円
支
給
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
6
月
2
日
か
ら
6
月
24
日
ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
、
第
１
１
４
回
多
可
町

議
会
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
災
害
時
に
避
難
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者
の
情
報
を
ま
と
め
た
多
可

町
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
関
す
る
条
例
制
定
や
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

た
地
域
経
済
活
性
化
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
、
生
活
支
援
の
給
付
金
な
ど
の
一
般
会
計

補
正
予
算
を
含
む
17
案
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

慎
重
審
査
し
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯

　
　
　

臨
時
特
別
給
付
金

　
　

１
億
３
０
０
０
万
円

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
長

期
化
す
る
中
で
、
食
費
な

ど
の
物
価
高
騰
に
直
面
す

る
子
育
て
世
帯
に
対
し
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
を
評
価

　
　
　
　
　

藤
本　

一
昭

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
て
、
子
育
て
世

帯
へ
の
給
付
金
事
業
、
就

学
援
助
者
な
ど
の
子
育
て

世
帯
へ
の
緊
急
特
別
給
付

金
、
学
校
給
食
費
の
物
価

高
騰
で
の
不
足
額
を
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

子
育
て
世
帯
を
支
援
す

る
予
算
で
評
価
で
き
ま
す
。

議
会
は
提
言
す
る

　

今
回
の
補
正
予
算
は
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
原
油
高

や
電
気
・
ガ
ス
料
金
、
食

料
品
を
含
む
物
価
の
高
騰

の
影
響
を
受
け
た
生
活
者

や
事
業
者
の
負
担
を
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
、
編
成

さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　

議
会
は
こ
れ
で
十
分
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
、
住

民
や
事
業
者
な
ど
に
対
す

る
効
果
的
な
支
援
策
を
検

討
し
、
更
な
る
政
策
提
言

を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

い
く
ら
支
給
す
る
の

　
　

で
す
か
。

　
　

子
ど
も
一
人
に
つ
き

　
　

５
万
円
支
給
し
ま
す
。

　
　

対
象
者
は
何
人
で
す

　
　

か
。

　
　

０
歳
か
ら
中
学
生
ま

　
　

で
が
１
８
５
０
人
、

高
校
生
が
７
５
０
人
の
２

６
０
０
人
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

子
育
て
世
帯

　

生
活
支
援
特
別
給
付
金

　
　
　
　

１
２
５
０
万
円

　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯

に
対
し
て
、
子
ど
も
一
人

に
つ
き
５
万
円
の
特
別
給

付
金
を
支
給
し
、
ひ
と
り

親
・
そ
の
他
の
低
所
得
者

の
子
育
て
世
帯
の
生
活
を

支
援
し
ま
す
。

３
割
お
得
な
商
品
券

　
　
　
　

５
７
０
０
万
円

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
活

動
の
停
滞
に
よ
り
、
売
り

上
げ
が
減
少
し
て
い
る
事

業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を

発
行
し
地
域
の
経
済
を
活

性
化
し
ま
す
。

　
　

ど
れ
く
ら
い
販
売
す  

　
　

る
の
で
す
か
。

　
　

１
セ
ッ
ト
１
万
３
０

　
　

０
０
円
分
の
商
品
券

を
１
万
円
で
、
１
万
６
０

０
０
セ
ッ
ト
販
売
し
ま
す
。

　
　

多
く
の
人
が
買
え
る

　
　

よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
で
す
か
。

　
　

１
世
帯
５
セ
ッ
ト
が

　
　

上
限
で
、
多
く
の
人

に
購
入
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
で

　
　

ポ
イ
ン
ト
も
ら
え
る

　
　
　
　

３
０
０
１
万
円

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
事
業

者
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
と
連
携

し
、
町
内
事
業
者（
店
舗
）

の
利
用
者
を
増
や
す
こ
と

で
支
援
を
す
る
と
と
も
に
、

国
が
推
奨
す
る
中
小
店
舗

の
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

導
入
を
促
進
し
ま
す
。

　
　

い
つ
か
ら
す
る
の
で

　
　

す
か
。

　
　

令
和
4
年
8
月
か
ら

　
　

9
月
で
す
。

　
　

ポ
イ
ン
ト
還
元
は
。

　
　

20
%
の
ポ
イ
ン
ト
付

　
　

与
で
、
1
回
に
つ
き

１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
、
最

大
５
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
ま

で
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
化
対
策

　
　
　
　
　
　

整
備
事
業

　
　
　
　
　

６
０
５
万
円

　

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
・

ｗ
ｅ
ｂ
会
議
な
ど
ｗ
ｅ
ｂ

サ
ー
ビ
ス
を
対
象
と
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
庁
舎
内
に

※

セ
キ
ュ
ア
な
無
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

を
構
築
し
、
遅
延
な
く
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
し
ま

す
。

　
　

現
在
各
階
で
使
用
し

　
　

て
い
る
フ
リ
ー
ス
ポ

ッ
ト
は
廃
止
に
な
る
の
で

す
か
。

　
　

従
来
ど
お
り
、
１
〜

　
　

４
階
ま
で
ご
利
用
で

き
ま
す
。

※

セ
キ
ュ
ア

　

安
全
な
通
信
・
第
３
者

に
見
ら
れ
な
い
通
信

QQ

QA

QAQAQA

QA

AA

QAQA

QAQA

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
購
入
補
助

　
　
　
　

１
５
０
７
万
円

　

増
加
す
る
宅
配
の
受
取

時
に
接
触
を
避
け
る
と
共

に
、
再
配
達
に
伴
う
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
の
抑
制
の

た
め
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　
　

い
く
ら
補
助
が
出
る

　
　

の
で
す
か
。

　
　

購
入
金
額
の
１
／
２

　
　

で
上
限
は
３
万
円
で

す
。

ス
ク
ス
ク
育
っ
て

QA

「鳥、マルシェ。多可町」で
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条
例
・
臨
時
会
・
表
彰

国
保
税

　
値
上
げ
！

国
保
税

　
値
上
げ
！

時
代
に

　
合
わ
せ
て

ボ
ー
ナ
ス

　
引
き
下
げ

地
域
の
振
興
発
展
に
貢
献

ボ
ー
ナ
ス

　
引
き
下
げ

地
域
の
振
興
発
展
に
貢
献

時
代
に

　
合
わ
せ
て

AQA

QAQA

Q

積
極
的
に

　
　
守
る
！

積
極
的
に

　
　
守
る
！

QAQA

QA

臨
時
会

議案第40号
多可町水道委員会条例の一部を改正する条例の制定
について

○印は賛成、×印は反対、欠印は欠席。　賛否同数の場合は、笹倉議長が裁決します。

番号
笹
倉
政
芳

門
脇
敎
蔵

廣
畑
幸
子

藤
本
一
昭

日
原
茂
樹

𠮷
田
政
義

門
脇
保
文

清
水
俊
博

内
橋
志
郎

橋
尾
哲
夫

大
山
由
郎

市
位
裕
文

藤
原
清
勝

足
立
吉
継

× × × ○ ○ ○○○○○ ○ ○○ －

案　　件　　名

第114回多可町議会定例会 賛否の公表 （全員賛成の議案は除く）

大山由郎議員 清水俊博議員

国
民
健
康
保
険
税
改
正 

　

地
方
税
法
の
改
正
で
国

民
健
康
保
険
税
の
課
税
限

度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
保
険
税
の
水
準

を
県
下
で
統
一
す
る
た
め
、

9
年
度
ま
で
に
県
の
標
準

保
険
税
率
に
段
階
的
に
近

づ
け
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
が  

　
　

苦
し
い
家
庭
が
増
え

て
い
る
の
に
、
な
ぜ
上
げ

る
の
で
す
か
。

　
　

今
後
も
、
高
齢
化
や

　
　

医
療
の
高
度
化
な
ど

で
一
人
あ
た
り
の
医
療
費

が
増
加
し
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
を

持
続
さ
せ
、
安
定
的
な
運

営
を
す
る
た
め
に
も
、
中

長
期
的
に
見
て
必
要
な
引

き
上
げ
と
考
え
ま
す
。

　
　

収
入
が
激
減
し
た
世

　
　

帯
な
ど
へ
の
対
応
は
。

　
　

世
帯
の
所
得
が
一
定

　
　

水
準
以
下
の
場
合
に

は
税
額
を
軽
減
、
ま
た
収

入
が
激
減
し
た
場
合
に
は

減
免
す
る
特
例
が
あ
り
ま

す
。

　

住
民
へ
の
広
報
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　
　

町
と
し
て
、
今
ま
で

　
　

は
で
き
る
だ
け
上
げ

な
い
方
向
で
や
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
が
。

　
　

基
金
を
活
用
し
て
、

　
　

保
険
税
の
引
き
上
げ

を
可
能
な
限
り
抑
制
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
国
保
運
営
方

針
に
沿
っ
て
、
県
と
市
町

が
一
体
と
な
っ
て
財
政
の

安
定
化
と
広
域
化
を
推
進

し
ま
す
。
課
題
は
、
県
内

各
市
町
の
保
険
税
率
の
統

一
で
す
。
町
と
し
て
基
金

を
活
用
し
、
県
の
標
準
保

険
税
率
に
緩
や
か
に
上
げ

て
い
く
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

　
　

９
年
度
ま
で
毎
年
上

　
　

げ
る
の
で
す
か
。

　
　

５
年
度
は
据
え
置
き

　
　

と
す
る
予
定
で
す
。

避
難
行
動

　
　
要
支
援
者
名
簿
作
成

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
で
、
災
害
時
要
支
援
者

の
個
別
避
難
計
画
の
作
成

が
努
力
義
務
と
な
り
ま
し

た
。
避
難
に
助
け
が
必
要

な
人
を
積
極
的
に
守
る
条

例
制
定
で
す
。

　
　

今
ま
で
と
何
が
違
う

　
　

の
で
す
か
。

　
　

要
支
援
者
の
情
報
を
、

　
　

同
意
不
同
意
の
意
思

の
明
示
が
な
い
場
合
で
も

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
　

対
象
者
へ
の
説
明
が

　
　

必
要
で
は
。

　
　

大
事
な
こ
と
で
す
。

　
　

集
落
と
も
連
携
を
取

り
、
地
道
に
取
り
組
み
ま

す
。

水
道
委
員
会
条
例
改
正

　

水
道
委
員
会
条
例
の
構

成
メ
ン
バ
ー
に
「
婦
人
会

の
代
表
」
と
の
表
記
が
あ

り
ま
し
た
。

　

令
和
4
年
3
月
末
で
多

可
町
婦
人
会
が
解
散
さ
れ

た
の
で
、
条
例
本
文
の
表

現
を「
婦
人
会
」か
ら「
女

性
」
に
変
更
し
ま
す
。

　
　

な
ぜ
変
更
す
る
の
で

　
　

す
か
。

　
　

委
員
会
の
構
成
団
体

　
　

は
、
婦
人
会
以
外
で

は
、
区
長
会
・
民
生
委
員

・
識
見
を
有
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
構
成
で
は
男
性
の

割
合
が
多
い
の
で
、
男
女

共
同
参
画
の
観
点
か
ら
女

性
の
登
用
を
明
確
に
す
る

た
め
に
改
正
し
ま
す
。

　

令
和
4
年
5
月
25
日
に
、

第
１
１
３
回
臨
時
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
３
案
件
と
、

職
員
の
給
与
に
関
し
て
の

２
議
案
な
ど
６
案
件
が
上

程
さ
れ
、
全
員
賛
成
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
12
月
に
出
た

人
事
院
勧
告
と
、
国
家
公

務
員
の
一
般
職
の
給
与
に

関
す
る
法
律
な
ど
に
準
じ

て
期
末
手
当（
ボ
ー
ナ
ス
）

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

特
別
職
、
一
般
職
員
と

再
任
用
職
員
、
議
員
の
期

末
手
当
も
引
き
下
げ
と
な

り
ま
す
。

自
治
功
労
者
表
彰

　

令
和
4
年
5
月
24
日
に

ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六
甲

荘
で
、
全
国
町
村
議
長
会

自
治
功
労
者
等
表
彰
と
兵

庫
県
町
議
会
議
長
会
自
治

功
労
者
表
彰
式
が
あ
り
ま

し
た
。

　

多
可
町
議
会
か
ら
は
、

長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

2
人
の
議
員
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

全
国
町
村
議
長
会

　
　

自
治
功
労
者
等
表
彰

町
村
議
会
議
員
15
年

　
　

以
上
の
在
職
功
労
者

　
　
　

清
水　

俊
博
議
員

兵
庫
県
町
議
会
議
長
会

　
　
　

自
治
功
労
者
表
彰

町
議
会
議
員

　

15
年
以
上
在
職
功
労
者

　
　
　

清
水　

俊
博
議
員

　
　
　

大
山　

由
郎
議
員

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

　
　
　
　
　
支
援
を

　

令
和
４
年
３
月
の
第
１

1
2
回
定
例
会
で
、
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

抗
議
す
る
決
議
を
採
択
し
、

国
へ
要
請
し
ま
し
た
。

　

侵
攻
は
い
ま
だ
続
い
て

い
て
多
く
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

国
民
が
犠
牲
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

７
月
７
日
（
木
）
に
、

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
募

金
活
動
を
し
ま
し
た
。

　

募
金
は
、
日
本
ユ
ニ
セ

フ
協
会
を
通
じ
て
救
援
活

動
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
募
金
活
動
を
続

け
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

条例の改正はなんのためか

健康で暮らせる生涯健康で暮らせる生涯
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QQ

Q Q

Q

町
長

　
　

負
傷
事
故
を
防
ぐ
た

め
の
取
り
組
み
と
、
不
審

者
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た

め
の
対
策
は
。

　
　
　
　
休
み
時
間
の
過

ご
し
方
の
指
導
、
事
故
の

事
例
の
共
有
な
ど
で
再
発

の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
不
審
者
対
策
は
、
青
パ

ト
の
巡
回
や
警
察
と
の
連

携
で
防
犯
訓
練
を
し
て
い

ま
す
。

　
　
子
ど
も
を
守
る
た
め

の
交
通
安
全
指
導
は
。

　
　
　
　
交
通
安
全
教
室

で
、
ル
ー
ル
指
導
や
自
転

車
教
室
も
し
て
い
ま
す
。

　
　

自
然
災
害
か
ら
身
を

守
る
た
め
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　
　
防
災
訓
練
、
保

護
者
へ
の
引
き
渡
し
訓
練

な
ど
で
す
。

　
　

学
校
安
全
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
安
全
教
育

の
充
実
、
組
織
的
な
取
り

組
み
が
必
要
で
す
。
ま
た

家
庭
・
地
域
と
の
連
携
が

重
要
で
す
。

　
　
　
　
学
校
教
育
目
標

に
安
全
教
育
を
位
置
づ
け

組
織
的
な
取
り
組
み
を
し

て
い
ま
す
。
保
護
者
、
地

域
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
強
化
し
ま
す
。

　
　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
は
、
町
の
創
意
工

夫
を
凝
ら
し
、
地
域
固
有

の
資
源
、
歴
史
、
生
活
文

化
、
産
業
な
ど
特
性
を
活

か
し
、
都
市
計
画
の
基
本

的
な
方
針
を
総
合
的
に
示

す
も
の
で
す
。　

　

人
口
減
少
と
厳
し
い
財

政
状
況
に
お
け
る
地
域
の

持
続
、
多
可
町
ら
し
さ
を

活
か
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
す
る
も
の
で
す
。

　

住
民
の
意
見
を
反
映
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
具
体
性
あ

る
ビ
ジ
ョ
ン
を
確
立
し
、

地
区
別
の
あ
る
べ
き
「
ま

ち
」
の
姿
を
定
め
る
も
の

で
す
。

　

計
画
の
中
で
各
区
の
将

来
像
を
問
い
ま
す
。

　
　
　
中
区
は
経
済
的
文

化
的
活
力
が
あ
り
、
に
ぎ

わ
い
を
育
む
ま
ち
で
す
。

加
美
区
は
豊
か
な
自
然
環

境
を
活
か
し
て
、
愛
着
や

安
心
を
育
む
ま
ち
で
す
。

八
千
代
区
は
都
市
農
村
交

流
を
さ
ら
に
広
げ
、
多
様

な
暮
ら
し
の
魅
力
あ
る
ま

ち
で
す
。

　
地
域
の
特
性
や
資
源
を

活
か
し
た
個
性
豊
か
で
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　議会だよりでは、質問と答弁を要約
しています。
　熱気あふれる発言の数々は、たか
TVやYouTubeでもご覧いただけます。

　議会だよりでは、質問と答弁を要約
しています。
　熱気あふれる発言の数々は、たか
TVやYouTubeでもご覧いただけます。

全文は多可町議会
ホームページを検索
全文は多可町議会
ホームページを検索　議員の日常活動と調査・研究、

住民の声や自身の考え方をもとに
町長と教育長に方針を問います。

大山由郎
門脇教蔵
廣畑幸子
橋尾哲夫

藤本一昭

市位裕文
𠮷田政義
足立吉継

門脇保文

藤原清勝

内橋志郎

清水俊博

日原茂樹

7

8

9

10

11

12

13

質問議員 質　問　要　旨 掲載ページ

Ｑ．子どもの安全を守れ

Ａ．地域との連携を強化する

Ｑ．多可町の将来像は

Ａ．個性豊かで魅力ある「まち」に

一
般
質
問

門脇敎蔵 議員

大山由郎 議員

交通安全教室

多可町都市計画マスタープラン

子どもの安全を守れ
多可町の将来像は
防災への啓発に力を入れよ
仕組債２億円を早期に売却せよ
４回目ワクチン接種を早期に実施すべし（未掲載）
個人消火器と各集落保管の土嚢の点検を（未掲載）
新ごみ処理施設の全体計画は
ＳＤＧｓ未来都市選定の「クリアグリーンTAKA」（未掲載）
物価高騰による学校給食の値上げ回避を（未掲載）
給食費の値上げはあるのか
通学路の安全確保への取り組みは
中学校にカラー印刷機を導入せよ
将来の役場の職員構成は（未掲載）
余熱利用整備の計画は
いざという時に備えて退職自衛官の採用を（未掲載）
コミュニティスクールで学校の統廃合を問え（未掲載）
松本清張文学碑建立を
多可町内の中学校統合問題を問う（未掲載）
旧八千代北小学校の今後の活用と生活環境対策は（未掲載）
物価の高騰で町財政運営は
高齢者などが買い物や通院できる環境整備を（未掲載）
急激な過疎化、集落に緊急支援を
「EVカーシェア」の早期導入を（未掲載）
山口・阿武町「誤給付」事案から学ぶ（未掲載）
校内フリースクールの開設を
観光振興策を問う（未掲載）

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長
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仕組債

Q

Q

Q

Q生
活
安
全
課
長

副
町
長

教
育
長

Q

町
長

町
長

　
　

中
区
徳
畑
で
、
西
脇

多
可
行
政
事
務
組
合
が
建

設
す
る
新
ご
み
処
理
施
設

に
関
連
し
た
周
辺
設
備
や

公
共
施
設
の
改
修
、
改
良

工
事
の
計
画
お
よ
び
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
含
め
て
、
具

体
的
に
上
水
道
・
道
路
の

拡
張
整
備
な
ど
の
検
討
を

し
て
い
ま
す
か
。

　

余
熱
を
利
用
し
た
農
業

施
設
の
建
設
計
画
、
ア
ク

セ
ス
道
路
整
備
、
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
翠
明
湖
周

辺
の
利
用
者
へ
の
駐
車
場

設
置
な
ど
の
計
画
の
説
明

を
求
め
ま
す
。

　
　
　
　

新
ご
み
処
理
施

設
に
関
連
し
た
施
設
整
備

は
、
余
熱
の
有
効
活
用
が

で
き
る
農
業
の
集
約
施
設

を
導
入
し
ま
す
。

　

現
在
、
施
設
の
準
備
調

査
と
温
水
供
給
方
法
な
ど

技
術
的
な
課
題
の
整
理
や
、

現
地
測
量
で
概
略
の
設
計

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

上
水
道
や
道
路
、
環
境

整
備
も
併
せ
て
設
計
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
駐
車
場
な
ど

も
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

コ
ロ
ナ
社
会
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
、
円
安
が
あ

り
、
１
万
２
０
０
０
品
目

の
値
上
げ
が
報
道
さ
れ
て
、

給
食
費
の
値
上
げ
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
い
る
世
帯
で

は
年
間
４
万
円
の
負
担
に

な
り
、
３
人
の
子
ど
も
が

い
る
世
帯
で
12
万
円
以
上

の
負
担
と
な
り
、
こ
れ
以

上
の
負
担
は
酷
で
す
。

　

給
食
費
の
値
上
げ
は
や

め
て
、
今
後
は
給
食
の
無

償
化
を
す
る
べ
き
で
す
。

　

給
食
費
の
無
償
化
は
、

経
済
負
担
の
軽
減
・
子
育

て
支
援
・
少
子
化
対
策
・

移
住
定
住
の
促
進
な
ど
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

給
食
費
の
値
上
げ
は
あ

る
の
で
す
か
。

　
　
　
　

地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
て
５
５

０
万
円
上
程
し
、
子
育
て

世
帯
の
負
担
を
軽
減
し
ま

す
。

　

来
年
度
以
降
は
、
物
価

高
騰
、
近
隣
自
治
体
の
動

向
、
町
全
体
の
子
育
て
支

援
策
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

Ｑ．新ごみ処理施設の全体計画は

Ａ．農業施設や周辺整備も検討中

Ｑ．給食費の値上げはあるのか

Ａ．公費で負担する

市位裕文 議員

藤本一昭 議員

楽しい給食

天神祭りも賑やかに　－徳畑－

　
　

こ
れ
か
ら
災
害
の
多

い
季
節
を
迎
え
ま
す
が
、

も
し
も
の
と
き
に
は
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と

が
大
事
で
す
。

　

災
害
の
少
な
い
多
可
町

で
す
が
、
防
災
へ
の
備
え

や
食
料
な
ど
の
物
資
確
保

の
必
要
性
を
も
っ
と
啓
発

す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　
　
　

 

防
災
対
策
で
は
、

自
助
・
共
助
の
推
進
が
大

変
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
備
蓄
物
準
備
の

必
要
性
を
浸
透
さ
せ
る
こ

と
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

食
料
で
は
、
最
低
３
日

分
、
可
能
な
限
り
１
週
間

分
程
度
を
備
蓄
す
る
重
要

性
を
、
集
落
自
主
防
災
組

織
を
通
じ
て
啓
発
し
ま
す
。

　
　

防
災
マ
ッ
プ
に
も
、

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
あ
り

ま
す
が
、
広
報
た
か
に
何

回
か
掲
載
し
、
目
に
す
る

機
会
を
増
や
す
こ
と
も
啓

発
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

梅
雨
の

時
期
か
ら
台
風
の
時
期
に
、

広
報
で
の
食
料
や
救
急
安

全
対
策
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
掲
載
を
検
討
し

ま
す
。

　
　

仕
組
債
２
億
円
を
早

期
に
売
却
す
べ
き
で
す
。

　

仕
組
債
は
、
平
成
19
年

６
月
に
１
億
円
と
、
平
成

20
年
７
月
に
１
億
円
で
購

入
し
、
信
託
期
間
は
共
に

30
年
間
で
す
。

 

現
在
は
円
安
で
、
２
件

の
仕
組
債
は
、
１
億
円
以

上
の
価
値
が
出
て
い
る
と

考
え
ま
す
が
、
信
託
期
間

満
了
ま
で
15
年
あ
り
、
数

年
後
に
は
評
価
が
下
が
る

リ
ス
ク
も
あ
り
ま
す
。

 

公
金
管
理
及
び
公
金
運

用
に
関
す
る
検
討
委
員
会

で
売
却
の
検
討
を
す
る
べ

き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
の
平
成
23
年
に
は
、

元
本
の
７
割
と
い
う
評
価

も
あ
り
ま
し
た
が
、
平
成

26
年
に
は
元
本
並
み
以
上

に
回
復
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
円
安
の
影
響
を

受
け
、
米
ド
ル
建
、
豪
ド

ル
建
共
に
高
利
回
り
の
状

況
で
す
。

　

売
却
に
は
時
間
と
手
数

料
が
か
か
り
ま
す
。
現
状

で
は
、
こ
れ
ら
の
債
権
を

保
有
す
る
方
が
有
利
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

Ｑ．防災への啓発に力を入れよ

Ａ．自助・共助の推進が大変重要

Ｑ．仕組債２億円を早期に売却せよ

Ａ．現状では保有するほうが有利

橋尾哲夫 議員

廣畑幸子 議員

自宅での準備も大事

一
般
質
問
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Q

Q

Q

副
町
長

商
工
観
光
課
長

町
長

Q

教
育
長

教
育
長

　
　

徳
畑
地
区
で
は
、
生

活
を
さ
れ
て
い
る
方
も
い

ま
す
が
、
道
路
や
水
路
は

か
な
り
傷
ん
で
い
ま
す
。

　

ゴ
ミ
処
理
施
設
の
余
熱

利
用
整
備
計
画
で
多
可
町

が
土
地
を
買
収
し
、
周
辺

の
道
路
や
水
路
を
整
備
し
、

企
業
に
販
売
す
る
計
画
が

あ
り
ま
す
。

①
池
か
ら
下
流
の
水
路
道

路
整
備
は
。

②
耕
作
さ
れ
て
い
る
人
へ

の
代
替
地
の
確
保
は
。

③
林
道
、
橋
梁
の
整
備
は
。

④
税
金
対
策
の
地
権
者
の

協
力
は
。

①
整
備
エ
リ
ア
外
の
水
路

や
道
路
整
備
は
地
元
と

調
整
し
な
が
ら
進
め
ま

す
。

②
耕
作
者
の
代
替
地
の
確

保
は
、
意
向
に
沿
え
る

よ
う
に
対
応
し
ま
す
。

③
林
道
・
橋
梁
の
整
備
は
、

地
元
と
調
整
し
な
が
ら

進
め
ま
す
。

④
税
金
対
策
の
内
容
は
、

丁
寧
に
説
明
を
し
な
が

ら
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

今
年
は
、
作
家
松
本

清
張
の
没
後
30
年
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
多
可
町
に

松
本
清
張
の
文
学
碑
建
立

を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　

昭
和
46
年
の
作
品
『
神

の
里
事
件
』
は
、
多
可
町

が
舞
台
で
す
。
鍛
冶
屋
も

安
楽
田
も
千
ヶ
峰
も
出
て

き
ま
す
。

　

文
学
碑
建
立
と
同
時
に

作
品
の
映
画
化
や
ド
ラ
マ

化
も
計
画
し
、
撮
影
時
に

は
、
地
元
の
方
々
が
エ
キ

ス
ト
ラ
出
演
し
た
り
す
れ

ば
世
間
の
注
目
を
集
め
、

今
ま
で
に
な
い
町
お
こ
し

に
な
る
は
ず
で
す
。
ぜ
ひ

取
り
組
む
べ
き
で
す
。　

　
　
　

松
本
清
張
が
多
可

町
を
舞
台
に
小
説
を
執
筆

さ
れ
た
こ
と
を
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。
そ
の
た
め

図
書
館
に
松
本
清
張
特
集

コ
ー
ナ
ー
や
鍛
冶
屋
線
記

念
館
で
も
、
周
知
啓
発
を

考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

文
化
の

発
信
拠
点
の
ベ
ル
デ
ィ
ー

ホ
ー
ル
演
劇
セ
ミ
ナ
ー
の

題
材
と
し
て
、
評
議
委
員

会
な
ど
に
検
討
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ．余熱利用整備の計画は

Ａ．地元と調整しながら進める

Ｑ．松本清張文学碑建立を

Ａ．小説の周知啓発から始める

藤原清勝 議員

門脇保文 議員 　
　

昨
年
６
月
に
、
千
葉

県
八
街
市
で
下
校
中
の
小

学
生
５
人
が
死
傷
し
た
交

通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

事
故
後
、
政
府
が
全
国
一

斉
に
小
学
校
の
通
学
路
点

検
の
要
請
を
し
ま
し
た
。

　

見
通
し
が
悪
い
、
幹
線

道
路
の
抜
け
道
、
車
の
速

度
が
上
が
り
や
す
い
、
大

型
車
の
進
入
が
多
い
な
ど
、

危
険
箇
所
を
洗
い
出
す
よ

う
求
め
ま
し
た
。
県
内
で

も
２
８
６
７
カ
所
あ
り
ま

し
た
。

　

通
学
路
の
安
全
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
は
で
き

て
い
ま
す
か
。

　
　
　
　

各
学
校
で
危
険

箇
所
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、

関
係
機
関
と
緊
急
の
合
同

点
検
を
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
17
カ
所
あ
り
、

４
カ
所
は
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

や
転
落
防
止
柵
で
対
策
済

で
す
。
８
カ
所
は
外
側
線

の
引
き
直
し
に
よ
り
路
側

帯
を
拡
げ
る
な
ど
の
対
策

を
検
討
中
で
す
。
そ
し
て
、

５
カ
所
は
既
に
学
校
で
の

安
全
指
導
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

引
き
続
き
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
交
通
安
全
意

識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　
　
学
校
か
ら
の
お
便
り

を
見
る
と
、
小
学
校
は
カ

ラ
ー
刷
り
、
中
学
校
は
白

黒
で
す
。
カ
ラ
ー
刷
り
の

方
が
読
み
や
す
く
、
写
真

を
見
て
も
様
子
が
分
か
り

ま
す
。
加
美
中
学
校
の
先

生
方
に
話
を
聞
い
た
ら
、

理
科
の
テ
ス
ト
や
他
の
教

科
の
資
料
に
も
カ
ラ
ー
印

刷
さ
れ
た
も
の
が
必
要
で

あ
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
町
中
学
校
、
八
千
代

中
学
校
で
も
同
様
の
考
え

で
し
た
。

　
各
小
学
校
に
は
既
に
導

入
さ
れ
て
い
る
と
の
事
で
、

教
育
環
境
の
平
等
性
を
確

保
す
る
た
め
、
早
急
に
全

中
学
校
に
カ
ラ
ー
印
刷
機

の
導
入
を
求
め
ま
す

　
　
　
　

中
学
校
へ
の
イ

ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ

ー
の
導
入
を
見
送
っ
た
の

は
、
現
在
使
用
中
の
プ
リ

ン
タ
ー
は
リ
ー
ス
期
間
が

満
了
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
と
、
小
学
校
に
比
べ
て

カ
ラ
ー
印
刷
の
頻
度
が
少

な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

改
め
て
中
学
校
の
要
望

を
確
認
し
、
小
学
校
の
状

況
も
見
な
が
ら
印
刷
機
の

更
新
を
検
討
し
ま
す
。　

Ｑ．通学路の安全確保への取り組みは

Ａ．交通安全意識の高揚に努める

Ｑ．中学校にカラー印刷機を導入せよ

Ａ．小学校の状況を見ながら検討する

足立吉継 議員

𠮷田政義 議員

草ボーボーの通学路
整備が待たれる徳畑

カラー刷りで楽しい授業

や
ち
ま
た

一
般
質
問



　
　

飯
を
食
べ
る
手
が
あ
る

　
　

の
な
ら
、
流
し
の
所
へ

持
っ
て
い
け

お
茶
碗
の
中
に
水
を
入
れ
て

お
け
。
あ
と
で
洗
う
姉
さ
ん

が
洗
い
や
す
い
や
ろ

私
は
生
き
て
い
ま
す

父
さ
ん　

あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　

（
内
橋
志
郎
）

ひ
と
褒
め

照
れ
る
ね

ご

●質問内容などは９月12日に議会ホームページ
　に掲載します。
●傍聴は役場４階へお越しください。
●請願・陳情の提出は８月18日17時までにご提
　出ください。
＊ご不明な点は議会事務局にお問い合わせください。

　この機会に、ぜひ多可町議会公式ホームページを
お訪ねください。
　過去の会議録やお知らせをご覧いただけます。

　https://
　www.town.taka.lg.jp/takacho_gikai/

　F a c e b o o k では、委員会などでの議員たちの
様子をご覧いただけます。

　Yo uT u b e では、本会議での質問や発言を
ノーカットで公開しています。

９月定例会＜本会議の日程＞
　初　　日　　９月　２日（金）
　一般質問　　９月２０日（火）
　　 〃　 　　９月２１日（水）
　最 終 日　　９月２７日（火）

－次回定例会の予定－議会を見よう

　
　

園
・
水
田
の
風
景
を
守

　
　

っ
て
く
だ
さ
る
方
々
、

地
道
で
大
事
な
お
仕
事
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
黒
川
直
樹
）

　
　

る
お
店
の
お
ト
イ
レ
に

　
　

貼
り
紙
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
い
つ
も
綺
麗
に
お
使
い
く

だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
先
に
褒
め
ら
れ
ち
ゃ

っ
た
ら
、
褒
め
る
こ
と
し
と

こ
う
と
思
っ
ち
ゃ
い
ま
す
ね

〜
使
っ
た
後
に
チ
ャ
ッ
チ
ャ

と
お
掃
除
、
清
々
し
さ
満
点

で
す
。

　
　
　
　

（
酒
井
よ
う
子
）

田あ
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ひ
と
褒
め
投
稿

Q Q

Q教
育
長

Q

町
長

町
長

町
長

　
　

愛
知
県
の
岡
崎
市
で

は
、
２
年
度
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
多
様
性
に
対
応
し

た
、
校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
を
３
中
学
校
に
開
設
し
、

不
登
校
生
徒
の
居
場
所
と

な
り
ま
し
た
。

　

集
団
生
活
に
な
じ
め
な

い
生
徒
も
通
う
こ
と
が
で

き
、
最
終
目
標
は
学
校
復

帰
、
教
室
復
帰
で
は
な
く

社
会
的
自
立
と
定
め
、
一

人
一
人
の
特
性
に
合
わ
せ

た
手
厚
い
支
援
を
す
る
新

た
な
取
り
組
み
で
す
。

　

学
校
や
保
護
者
、
地
域

も
一
緒
に
な
っ
た
校
内
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
検
討
し

 

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

多
可
町
で
も
森

の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
太
陽

が
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
小
・

中
学
校
が
、
こ
の
ス
ク
ー

ル
を
利
用
で
き
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
示
し
ま
し
た
。

　

岡
崎
市
の
取
り
組
み
も

参
考
と
し
、
現
在
運
用
し

て
い
る
校
内
の
別
室
や
校

外
の
適
応
指
導
教
室
の
環

境
を
整
え
ま
す
。
民
間
の

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
も
選
択

肢
に
加
え
、
子
ど
も
た
ち

に
合
わ
せ
た
居
場
所
づ
く

り
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ．校内フリースクールの開設を

Ａ．子どもたちに合わせた居場所づくり

日原茂樹 議員 　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
不
況
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
で

原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰

で
先
行
き
が
不
透
明
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
生
涯

学
習
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
、

統
合
中
学
校
、
新
ご
み
処

理
施
設
、
水
道
施
設
管
路

更
新
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備

を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、

町
財
政
運
営
は
大
丈
夫
で

す
か
。

　
　
　

生
き
が
い
あ
ふ
れ

る
ま
ち
の
実
現
の
た
め
に
、

適
切
な
時
期
に
適
切
な
投

資
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

過
疎
債
を
有
効
活
用
し
、

将
来
の
基
盤
整
備
を
進
め

ま
す
。

　

事
業
の
選
択
と
集
中
を

進
め
、
無
理
・
無
駄
の
無

い
予
算
編
成
を
し
、
中
期

財
政
計
画
を
作
成
し
て
、

持
続
可
能
な
運
営
か
絶
え

ず
検
証
し
ま
す
。

　
　

事
業
実
施
額
の
的
確

な
把
握
に
努
め
、
公
債
費

の
負
担
を
注
視
し
な
が
ら
、

身
の
丈
に
合
っ
た
事
業
費

と
す
べ
き
で
す
。

　
　
　

効
率
的
な
行
財
政

運
営
に
取
り
組
み
、
事
業

費
枠
を
定
め
、
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
　

少
子
化
が
止
ま
り
ま

せ
ん
。
最
近
、
区
長
か
ら

河
川
掃
除
、
草
刈
り
、
祭

り
な
ど
、
当
た
り
前
に
で

き
て
い
た
集
落
行
事
が
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

 

急
激
な
少
子
化
で
、
集

落
の
維
持
に
危
機
感
さ
え

覚
え
ま
す
。
正
に
超
少
子

化
「
非
常
事
態
」
と
言
え

ま
す
。
今
こ
そ
緊
急
支
援

が
必
要
で
す
。

　

効
果
的
少
子
化
対
策
や

新
た
な
命
の
誕
生
へ
更
な

る
教
育
環
境
の
整
備
や
、

集
落
維
持
へ
の
支
援
は
。

　
　
　

婚
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ラ
ボ
の
活
動
で
の
結
婚

支
援
の
ほ
か
、
あ
っ
た
か

結
婚
お
祝
い
金
・
不
妊
治

療
助
成
な
ど
で
支
援
し
て

い
ま
す
。
若
者
定
住
で
は
、

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

地
域
特
性
活
性
化
事

業
・
地
域
共
生
社
会
づ
く

り
活
動
を
軸
と
し
て
、
人

材
育
成
の
支
援
な
ど
集
落

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ．物価の高騰で町財政運営は

Ａ．中期財政計画を絶えず検証

Ｑ．急速な過疎化、集落に緊急支援を

Ａ．各世代切れ目ない対策を実施

清水俊博 議員

内橋志郎 議員

ここが候補地になります

一
般
質
問

明るく元気な教室

婚活パーティー
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地 域 で　　む 学 び 舎地 域 で　　む 学 び 舎育育 民 に 学 び　　を 掴 む 民 に 学 び　　を 掴 む 
 

文教ふくし常任委員会文教ふくし常任委員会 総務まちづくり常任委員会総務まちづくり常任委員会

コミュニティ・スクール研究コミュニティ・スクール研究 企業・地域おこし協力隊と意見交換企業・地域おこし協力隊と意見交換

多可町へ来た動機は？
① 素材や環境にこだわった起業ができる
② 京阪神から車で１時間半、意外と便利
③ 子育てにはもってこいの自然環境
④ 地域とのつながりが楽しい
⑤ 田舎の課題解決の経験は財産になる

多可町でやってみたいことは？
① 地域商社で特産品開発など、まち作りと稼
ぐことを両立させたい

② 空き家バンク情報をもっと魅力的に発信し、
移住先として選ばれるまちにしたい

③ ふるさと納税の返礼品の新規事業を開拓し
第２の故郷多可町をもっとアピールしたい

④ あらゆる情報発信ツールを使いたい
⑤ ラベンダーパークをとことん活用する仕組
みを作りたい

Ｑ　主な活動は
Ａ　•５、６年生のミシンを使った授業の応援
　　•草刈りや、花の植え替えなどの手伝い
　　•夏休みの学習サポートや、ＰＴＡのふれあい祭り（現在コ
　　　ロナ禍で休止）

Ｑ　効果や手応えは
Ａ　子どもたちが、保護者以外の人とグラウンドゴルフ、料理教

室などで交流している姿に、地域とのつながりを感じます。
Ｑ　今年の活動予定は
Ａ　ふれあいまつりでお餅つき、うどんなどをふるまう予定で

す。また、夏休みの学習会を兵庫教育大学と合同で一週間程
度予定しています。

■コミュニティ・スクールの願い■
　地域ぐるみで作る学校を目指し取り組んでいますが、コロナ禍
で足止めされたような状況に甘んじています。
　地域全体で、わが子わが孫でなくとも関心を持ち、どんな教育
環境にすればいいのかを一緒に考えたくなるようなムード作りに
は、さまざまな課題がありますが「子どもは地域の宝」を念頭
に、より良い学校をみんなで作ることが伝統になるよう取り組ん
でいきたいです。 住んで誇らしいまちへ

　「多可町には何もない」と思っている地元
の人が多いと思います。
　隊員たちで、いろいろな事業を進め、多可
町をアピールすることは、町外だけでなく、
住んでいる多くの人に、わが町を誇らしく思
い、自信を持ってもらうことにもつながると
思います。
　こう語るのは、地域おこし協力隊を卒業さ
れ、地域商社ＲＡＫＵを運営されている寺川
さん。こちらの胸が熱くなりました。

　訪問先企業で、今後の課題をハッキリ「過
疎化」とし、解決策を「農福連携」の取り組
みと説明されたことが印象的でした。
　公の問題が、民の事業の将来に大きく影響
することを、私たちはよく理解する必要があ
ると感じます。
　直接話してわかること、伝わることがたく
さんあるのを実感した意見交換会でした。
　今後もより一層、多可町創生に取り組む人
や企業、多くの皆さんとの意見交換を重ね、
よりよい町づくりに取り組んでいきます。

目からうろこの民の取り組み
　町内で操業する代表的な企業、株式会社田
井鐵工は、町内に4つの工場を擁していま
す。最先端技術を活かし、自動車関連部品を
中心に、日本のものづくりを支えるグローバ
ルな企業です。
　工場見学の後、基調講演「国内でグローバ
ル化を目指して」は、田井社長自ら、企業改
革や少子化の
中での人材確
保、海外から
のエンジニア
採用など、盛
りだくさんの
内容で、話を
されました。

　令和４年４月28日（金）は、株式会社田井鐵工多可R＆Dセンターを訪問し、民の活力に触れました。
　令和４年６月15日（水）には、多可町の課題である地域の活性化のため、日々活躍している地域お
こし協力隊員と、対面での意見交換をしました。
　それぞれの隊員は、元会社員やフリーランス、学生などさまざまな経験を持ち、志望の動機も違い
ます。共通しているのは、多可町に魅力を感じここで活動したい、ここの魅力を多くの人に伝えたい。
こんな思いのようです。

　令和４年５月10日（火）コミュニティ・スクールに、いち早く取り組んでいる八千代小学校を視察
しました。
　現状や問題点などをお聞きし、スムーズに取り組めるよう、現在中心になって頑張っている学校運
営協議会委員さんたちと意見交換をしました。
　今後は、多可町全ての学校で、コミュニティ・スクールがスタートする予定です。

委
員
会

隊隊隊 意意見隊隊隊隊隊隊ととととととととととと意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見交交交交交
風風

企　業　訪　問企　業　訪　問地域おこし協力隊地域おこし協力隊コミュニティ・スクールとは
　学校と保護者や地域の皆さ
んがともに知恵を出し合い、
学校運営に意見を反映させる
ことで、一緒に子どもたちの
豊かな成長を支え「地域とと
もにある学校づくり」を進め
る法律に基づいた仕組みです。

◆
町
長
へ
の
提
言
書
◆

 
子
育
て
マ
マ
と
座
談
会

の
意
見
を
ま
と
め
て
、
５

月
25
日（
水
）に
委
員
会
と

し
て
提
言
し
ま
し
た
。

①
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
設
置

②
余
暇
村
公
園
施
設
の
充

実
③
八
千
代
区
に
身
近
に
集

え
る
場
を
設
け
る

 

委
員
会
で
は
こ
れ
か
ら

も
高
齢
者
や
子
育
て
世
帯
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
な
ど

と
気
軽
に
座
談
会
を
持
た

せ
て
い
た
だ
き
、
積
極
的

に
声
を
町
へ
届
け
て
い
き

ま
す
。

地域の人たちと一緒に



　

６
月
28
日
か
ら
30
日
ま

で
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

た
か
テ
レ
ビ
を
活
用
し
て

議
会
の
仕
組
み
や
３
月
定

例
会
で
の
令
和
４
年
度
予

算
な
ど
を
住
民
の
皆
さ
ん

に
報
告
し
ま
し
た
。　

　

尚
、
ご
視
聴
で
き
な
か

っ
た
方
は
こ
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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令
和
４
年
11
月
４
日

（
金
）
午
後
７
時
か
ら
ベ

ル
デ
ィ
ホ
ー
ル
会
議
室
で
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

　

地
方
自
治
に
詳
し
い
法

政
大
学
教
授
の
土
山
希
美

枝
氏
を
講
師
に
招
き
、
地

方
議
会
の
あ
り
方
な
ど
を

深
く
議
論
し
、
方
向
性
を

見
出
し
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
多
く

の
参
加
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
議
会
へ
の
関

心
ご
と
や
ご
意
見
を
把
握

し
、
議
会
改
革
に
反
映
す

る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
調

査
も
同
時
に
実
施
し
ま
し

た
。

　

結
果
は
、
次
号
の
議
会

だ
よ
り
や
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

前
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
議
会
だ
よ
り

の
企
画
に
意
見
や
提
案
な

ど
を
広
く
住
民
か
ら
お
聴

き
す
る
た
め
に
、
読
者
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が

届
く
と
き
に
は
ア
ン
ケ
ー

ト
を
集
計
中
で
す
︒

　
結
果
を
し
っ
か
り
受
け

止
め
︑
今
後
の
議
会
活
動

に
反
映
し
て
い
き
ま
す
︒

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
︒

議
会
に
関
す
る

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

た
か
テ
レ
ビ
で

　
　
　
　

議
会
報
告

議
会
だ
よ
り
読
者

　
　

モ
ニ
タ
ー
募
集

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

令
和
４
年
５
月
19
日
に

沖
縄
県
中
部
地
区
町
村
議

長
会
が
、
多
可
町
の
議
会

改
革
と
観
光
資
源
の
研
修

に
、
７
月
７
日
に
長
崎
県

雲
仙
市
産
業
建
設
常
任
委

員
会
が
ラ
ベ
ン
ダ
ー
パ
ー

ク
多
可
の
視
察
に
お
越
し

に
な
り
ま
し
た
。

　

お
互
い
に
積
極
的
な
意

見
交
換
を
し
て
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

遠
方
か
ら
の
視
察
団

あなたの思い
　　　　聞かせてネ
あなたの思い
　　　　聞かせてネ

＝議会改革推進部会設置＝
　この度、議会は二元代表制を基軸に新たな時代に沿った改革を進めるため、議会改革推進部会を設置
しました。今回は、住民アンケート・議会のあり方シンポジウム・たかテレビによる議会報告・議会だ
よりモニター募集などを実施します。
　皆さんに議会に関心を持っていただき、多くのご意見を聞かせていただくことで議会の役割や責任を
果たし、信頼される議会改革につなげていきます。

公共施設等計画に関する特別委員会公共施設等計画に関する特別委員会
　

令
和
４
年
５
月
25
日
、
多
可
町
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
と
統
合
中
学
校
の
建
設
候
補
地
（
案
）
や
建

設
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

○
検
討
結
果

　

北
ア
リ
ー
ナ
の
場
所
に
建
設
す
る
の
が
最

も
適
し
て
い
る
。

○
選
定
理
由

　

近
接
の
ア
ス
パ
ル
、
子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
、
児
童
公
園
、
統
合
中
学
校（
予
定
）

の
中
心
に
位
置
し
緊
密
な
連
携
や
相
互
利
用

が
で
き
る
。 

Ｑ
　
場
所
の
選
定
に
財
政
面
は
考
慮
さ
れ
た
の
で
す
か
。

Ａ　

場
所
ご
と
で
建
設
費
を
算
定
し
ま
し
た
。

　
　

利
便
性
な
ど
総
合
的
に
検
討
し
、
財
政
面
も
算
定

し
、
問
題
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

　
Ｑ
　
建
設
費
用
は
い
く
ら
を
想
定
し
て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ　

財
政
計
画
で
は
中
学
校
54
億
円
、
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ザ
は
10
億
円
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　

設
計
後
に
見
直
し
は
し
て
い
き
ま
す
。

　
Ｑ
　
中
学
校
は
バ
ス
通
学
が
多
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
整
備
は
す
る
の
で
す
か
。

Ａ　

現
在
、
小
型
バ
ス
の
ロ
ー
タ
リ
ー
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
今
後
整
備
を
検
討
し
ま
す
。

　
Ｑ
　
多
可
赤
十
字
病
院
へ
の
騒
音
な
ど
の
対
応
は
考
え

て
い
る
の
で
す
か
。

Ａ　

現
在
も
部
活
動
で
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
っ

て
い
ま
す
。
今
後
、
調
整
し
ま
す
。

　
Ｑ
　
浸
水
想
定
区
域
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
対
策
は
。

Ａ　

浸
水
90
㎝
を
想
定
し
、
盛
り
土
を
50
㎝
・
床
を
50

㎝
上
げ
て
対
応
し
ま
す
。

未来に笑顔を

広げるために
未来に笑顔を

広げるために

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ

し
っ
か
り
議
論

　
　
笑
顔
広
が
る

　
　
　
よ
い
施
設
に

し
っ
か
り
議
論

　
　
笑
顔
広
が
る

　
　
　
よ
い
施
設
に

○
検
討
結
果

　

中
央
公
園
が
最
も
適
し
て
い
る
。

○
選
定
理
由

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
現
在
よ
り
広
い
面
積
を
確

保
で
き
る
。

②
建
設
現
場
か
ら
中
町
中
学
校
が
離
れ
て
お

り
、
工
事
の
騒
音
な
ど
の
影
響
が
少
な
い
。

③
仮
設
校
舎
の
設
置
も
解
体
も
不
要
で
工
期

が
短
い
。

④
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
は
な
く
、
防

災
面
で
の
リ
ス
ク
が
少
な
い
。

⑤
都
市
公
園
機
能
を
現
在
の
中
町
中
学
校
で

確
保
で
き
る
。

統
　
合
　
中
　
学
　
校

委
員
会

封入作業中

か
り
ゆ
し
を
着
て
ご
来
庁
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編
集

記

編
集

記

後後

⑱

　

夏
に
な
る
と
冷
た
い
も

の
が
欲
し
く
な
り
ま
す
が
、

私
に
は
気
を
つ
け
な
い
と

い
け
な
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

数
年
前
の
夏
、
生
食
が

原
因
で
食
中
毒
に
な
り
、

そ
の
後
、
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー

症
候
群
を
発
症
し
た
か
ら

で
す
。
具
体
的
な
症
状
は

手
首
、
足
首
に
力
が
入
ら

な
く
な
り
、
歩
く
こ
と
も

難
し
く
な
り
ま
す
。
幸
い

私
は
入
院
治
療
し
て
一
応

完
治
し
ま
し
た
が
、
食
品

の
保
存
に
は
皆
さ
ん
十
分

注
意
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
（
足
立
）

Q　

縁
故
の
な
い
多
可
町

で
の
農
業
、
ご
苦
労
が
あ

っ
た
の
で
は
。

A　

新
規
就
農
者
が
、
良

い
農
地
を
手
に
入
れ
る
の

は
か
な
り
難
し
い
の
で
す

が
、
た
ま
た
ま
空
き
家
バ

ン
ク
で
、
今
の
家
や
農
地

に
出
会
い
ま
し
た
。

　

有
機
栽
培
で
は
、
少
々

見
た
目
が
劣
っ
た
も
の
も

流
通
し
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
地
元
の
先
輩
方
の
ご

協
力
で
、
甘
え
の
な
い
品

質
が
保
て
て
い
ま
す
。

　

農
機
具
は
、
と
て
も
高

価
な
の
で
、
中
古
で
購
入

し
ま
す
が
、
離
農
す
る
人

と
の
ご
縁
も
つ
な
い
で
い

た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
で

す
。

農
か
ら
始
め
る

　
　
　
持
続
可
能
な
ま
ち

　「
酒
米
を
作
り
た
い
」の

一
心
で
始
め
た
未
踏
地
、

多
可
町
で
米
を
作
る
中
、

農
地
を
守
る
強
い
志
が
芽

生
え
ま
し
た
。

　
山
田
勢
三
郎
翁
ゆ
か
り

の
東
安
田
で
、
ま
ち
を
元

気
に
す
る
有
機
の
米
作
り

に
取
り
組
む
辻
朋
子
さ
ん
、

期
待
の
あ
ぐ
り
ガ
ー
ル
見

習
い
の
一
之
瀬
さ
ん
と
川

原
﨑
さ
ん
に
お
話
し
を
伺

い
ま
し
た
。

Q　

販
路
の
開
拓
は
。

A　

米
作
り
に
興
味
の
あ

る
皆
さ
ん
に
、
農
業
体
験

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
こ
か
ら
の
つ
な
が

り
で
、
都
市
部
へ
の
販
路

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
全
体
で
、
受
け
入

れ
を
す
れ
ば
、
可
能
性
が

広
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Q　

今
後
ど
の
よ
う
な
農

業
を
目
指
し
ま
す
か
。

A　

自
分
の
米
作
り
も
大

事
で
す
が
、
移
住
し
て
就

農
し
た
い
人
が
、
わ
た
し

の
よ
う
な
苦
労
を
し
な
い

よ
う
、
少
し
手
を
差
し
伸

べ
る
こ
と
の
で
き
る
農
業

者
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Q　

こ
れ
か
ら
の
課
題
は
。

A　

今
の
農
業
者
が
引
退

し
た
あ
と
、
こ
の
農
地
を

ど
う
守
っ
て
い
く
の
で
し

ょ
う
か
。
危
機
的
状
況
だ

と
思
い
ま
す
。

　

多
可
町
ら
し
い
対
策
を

今
す
る
こ
と
で
、
10
年
後

が
大
き
く
変
わ
る
と
思
い

ま
す
。

一
之
瀬
　
摩
衣
子 

さ
ん

　　

ま
ず
は
、
自
分
で
食
べ

る
も
の
は
自
分
で
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

有
機
の
野
菜
作
り
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
、
生

業
に
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。　
　

　

も
う
す
ぐ
夫
婦
で
移
住

の
予
定
で
す
。

川
原
﨑
　
千
絵 

さ
ん

　　

チ
ョ
ー
田
ん
ぼ
初
心
者

で
す
。
田
ん
ぼ
で
の
仕
事

は
体
力
勝
負
で
す
が
、
水

面
に
映
る
空
や
山
々
の
緑
、

里
山
の
風
景
に
溶
け
込
ん

で
い
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

　
顔
を
真
っ
赤
に
し
な
が

ら
の
田
ん
ぼ
の
除
草
作
業

は
、
見
て
い
て
も
息
が
切

れ
る
よ
う
で
し
た
。

　
農
薬
を
使
わ
な
い
深
水

管
理
で
、
少
し
で
も
草
を

抑
え
る
農
法
な
の
だ
と
か
。

　「
雨
の
少
な
い
今
年
は
、

水
で
地
元
に
ご
迷
惑
を
か

け
て
い
ま
す
」
と
申
し
訳

な
さ
そ
う
な
辻
さ
ん
。

　
環
境
と
食
を
守
る
農
業

へ
の
、
全
町
的
取
り
組
み

は
、
移
住
定
住
策
の
ポ
イ

ン
ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
さ
な
有
機
農
で

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

里
山
と
共
生
す
る

地
元
に
学
ぶ
・
都
市
と
つ
な
が
る

　

多
可
町
ら
し
さ
の
カ
ギ
は
交
流
す
る
こ
と

誰もが喜んでできる
　　　　米作りを広げたい

あぐりガールあぐりガール

有機にこだわり酒米づくりに励む
中区東安田在住　辻　朋子さん

　あさかこども園の園児たち
の町民プールでの様子です。
　待ちに待ったプールびらき。
　子どもたちの元気いっぱい
の歓声がこちらまで聞こえて
きそうですね。

今回の表紙


